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2018－2019年度 国際ロータリーのテーマ

・親睦活動委員会（加藤亮委員長）
　次週は、新年夜間例会をレディース会と合同で開催
いたします。今年は、喜寿を迎えられる会員 3名、古
稀を迎えられる会員 7名となっています。ご祈祷があ
りますので時間厳守でお願いします。
　マグロ解体ショー、佐沼ダンシングチームによるダ
ンス等用意しております。多くのご参加をお待ちして
おります。
・職業・社会・青少年三奉仕委員会（菅野幸一郎委員長）
　 2月21日㈭、三奉仕委員奉仕委員会による表彰を行
います。準備の都合上、早目のご推薦をお願いします。
◎「委嘱状」の伝達
　　菅野幸一郎会員　2019ー2020年度地区委員
　　　　　　　　　　地区RLI委員会　副委員長

　「A I の話」　　　　　　　　　　布施孝尚会員
　今日は 1月17日です。平成 7年の今日、早朝に神戸
を中心として阪神淡路大震災が起きました。6,000名
以上の方々の尊い命が失われました。そういった意味
で東日本大震災と印象がかぶる部分があります。そう
いった部分の中で今日は「防災とボランティアの日」
と制定されております。防災やボランティアは阪神淡
路大震災を契機としていろんな活動が活発になってき
ていると言えるのではないかと思います。
　今年は、平成が終わりの年、元号がかわる年であり
ます。近年時代の変化のスピードが非常に早いと言わ
れておりますし、又その変化に対応しなければならな
い、個々の問題もあり、各事業所の皆様におかれまし
てもこれからの時代の変化にどの様に対応したらよい
か大変なご苦労をなさっておられるのではないかと
思っております。
　そういう中で今日はA I についてお話しようと思い
ます。A I 、人工知能と言われておりますが、人工知
能は特別なもの、特殊なものと捉えられがちなところ
もありますが、私が子供の頃で言いますと、「鉄腕ア
トム」というのがありました。あんなふうに自由に言
葉をしゃべって自由自在に空を飛んだり、ものすごい
力を発揮するヒューマンロボット、そういうものを昔
から夢描いていたということであります。しかしなが
らまだまだそこまでロボットは出来ていません。
　A I というものについては様々な部分で検証されて
おります。コンピューターが非常に処理速度が高く
なったということもありますが、一番の要素はその処
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・本日の出席率　92.31%

・菅原慶一会長　布施孝尚会員のスピーチに期待しま
す。インフルエンザにご注意下さい。

・佐藤靜市会員　布施孝尚会員のスピーチ、歓迎いた
します。先週、誕生祝いを戴きまして、ありがと
うございました。

・菅野幸一郎会員　 1月15日に 5人目の孫が生まれま
した。因に内訳は男 3人、女 2人です。又、小遣
いをあげる対象者が増えました。

・布施孝尚会員　今日のスピーカーを務めます。よろ
しくお願いします。

・布施孝之会員　本日のスピーチを楽しみに。
・村上武彦会員　布施孝尚会員のスピーチに期待して。
・佐藤幸一会員　新年おめでとうございます。今年も
宜しくお願い申し上げます。

・江川元徳会員　残念です。横綱「稀勢の里」！
・八谷郁夫会員　布施孝尚会員のスピーチ楽しみです。
・阿部泰彦会員　布施孝尚会員のスピーチに期待して。
・髙田次雄会員　あらためまして、初春を迎えられま
した皆様方、誠におめでとうございます。大寒
（ 1月20日）寒さ厳しい折、ご自愛ください。布
施孝尚会員のスピーチ楽しみです。

・三浦孝次郎会員　布施孝尚会員のスピーチ期待しま
す。 2月 2 日、ユネスコ文化遺産に登録されて、
初めての「水かぶり」です。是非、見学して下さい。

・猪股育夫会員　布施孝尚会員のスピーチに期待して。
・加藤亮会員　布施孝尚会員のスピーチに期待してお
ります。

・小野寺伸浩幹事以下　本日のスピーチに期待して。
佐々木崇会員　佐藤敬喜会員　氏家良典会員
山田直志会員　佐竹孝行会員　遠藤光則会員

佐々木源悦会員　熊谷敏明会員　高橋利光会員
山田正会員　武川毅会員　及川昭宏会員
杉田広仁会員　佐藤早智子会員　及川富男会員
千葉正宏会員　関孝会員　二階堂恭子会員
後藤和人会員　及川長五郎会員

　　　以上、ありがとうございました。

　 1月も第三週、もう中盤に入りました。インフルエ
ンザが流行っております。会員の皆様は如何でしょう
か、体調は万全でしょうか。うがい、手洗いを徹底し
てこの時期を乗り越えましょう。
　さて、先週、熊谷敏明姉妹クラブ委員長から台北西
門クラブに関しての委員会報告がありましたが、理事
会で協議した内容を含め報告しておきます。 1月 2 日
付の当クラブでいただいたメールに添付された文面の
中には、台北西門クラブでは今年度いろんな事情が起
きたこと、会長が途中で替ったこと、会員が数人退会
したことが書かれていました。そういった事情から例
年行っていた形式の式典は行われないこと、よって正
式の招待もしないという内容のものでした。もちろん、
出席の希望があれば受け入れますとのことでしたが、
理事会で協議した結果、そういった状況を鑑み、今年
度の訪問はしないことといたしました。そして今後の
動向をみていくことと致しました。なお、川崎大師ク
ラブでも同様の対応を行うということでした。
　その他の理事会での協議内容は週報をご覧いただく
として、 2月に行う善行者表彰等の候補者を現在選定
中です。身近で人知れず奉仕活動を行っている方を、
是非ご紹介下さい。

・ガバナーエレクト事務所より、委嘱状が届く
　　菅野幸一郎会員　2019ー2020年度
　　　　　　　　　　地区RLI委員会　副委員長
・伊丹有明RCより、会報が届く

本日の出席率
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今週のスピーチ

幹事報告 小野寺伸浩幹事

各委員会報告

菅野幸一郎会員へ委嘱状の伝達

理能力が上がったために、人の能力以上にその処理を
するスピードが早くなり、又、分析をする用量が大き
くなるということがあります。そういった意味で分か
り易い事例では将棋のソフトがあり、そのソフトが名
人を破ったということがあります。その様に名人で
あっても人工知能にはなかなか太刀打ち出来ないとい
う時代になってきているということでもあります。
　しかしながら、この人工知能は万能ではないとよく
言われております。というのは、一つの狭いカテゴ
リーのものだけの情報を詰め込むことによって、その
部分では得意的な能力を発揮しますが、人間のように
様々な部分で、こと細かに対応することはまだまだ出
来てはいないのかなと思っております。
　とは言いながら、阪神淡路大震災の時に、実はこん
なことも言われておりました。停電になっても携帯電
話は使える、これは素晴らしいこと。しかしながら、
東日本大震災の際には、みんなが携帯電話を持ってい
るために回線がパンクして使えなくなってしまいまし
た。そういった意味では、その時代時代、その場面場
面の中で起きた出来事が全てにおいて通用するもので
はないというふうに思っていたところです。
　いろんな機械や機器を使うということの中で、どう
いう事象で有効に使えるかをしっかりと想定をしてお
かなければなりません。
　A I については日常的に様々な部分で活用されてお
ります。数年前から「ルンバ」というロボットの掃除
機が爆発的に売れ出しました。又、携帯電話において
は、指で打つだけでなく、口で言って読みこんで文章
にするというのもあります。テレビではスマートス
ピーカーというものもあります。この様に言葉でコ
ミュニケーションをとりコンピューターを使うという
状況のものが出来ております。
　この様に今の時代はどんどん便利になってきており
ます。便利になってゆくが故に社会の変化が急速に進
んできているのではないかと思っています。ある意味
では産業革命と同じ位の大きなうねりが、A I を中心
とした社会変化の大きなうねりが今きているのではな
いかと思っています。
　A I は、ただ単にものを分析するということだけで
なく、今はその回線の中に脳細胞と同じ様な仕組が使
われているという話を聞きました。ただのコンピュー
ターはAからBを導き出すだけですが、今のコン
ピューターは脳細胞と同じ様に一つの答えが出来ると、
そういう答えの回線が太くなり、全く関係のない回路
が細くなるというような脳の構造になっているそうで
す。その様な機構までプログラミング回路が設定され
ているそうです。そのため色んな事象を想定しながら、
人間が考えるのと同じ様な想像力や倫理的な解析も一
部含まれながら処理することが出来るようになってい
るのだそうです。これから10年20年の間に日本の労働
人口の49%は人工知能に置きかわるという報告もあり
ます。その中で社会構造が大きく変わってゆくターニ
ングポイントになってきいるのではないかと思ってい
るところです。A I は限られた事柄に対する能力は十
二分に発揮することがあっても、人一人分のものに置
きかわることが出来るかと言うと必ずしもそうではな
いと思っています。
－以下、紙面の都合上割愛させていただきます。


